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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第１四半期
連結累計期間

第70期
第１四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成26年４月１日

至 平成26年６月30日

自 平成27年４月１日

至 平成27年６月30日

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

売上高 （千円） 4,400,598 4,584,542 17,864,782

経常利益 （千円） 182,632 291,287 797,815

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 118,896 314,070 505,248

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 119,297 189,354 771,604

純資産額 （千円） 10,734,295 11,422,975 11,319,474

総資産額 （千円） 18,128,557 19,010,262 18,897,003

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 14.83 39.17 63.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） ― － －

自己資本比率 （％） 59.1 60.1 59.9
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策の効果もあり、雇用情勢・企業収益の改善が

みられ景気は緩やかな回復基調で推移しました。その一方で円安による原材料の高騰、海外景気の下振れリスクも

あり、依然として不透明な状況が続いております。

このような経営環境のもと、当社グループは、提案営業による顧客満足を徹底的に追求するとともに、全社を上

げてイノベーション活動に取り組み、業績向上に努めてまいりました。

その結果、売上高は45億84百万円（前年同期比4.2％増）となり、営業利益は２億14百万円（前年同期比72.6％

増）、経常利益は２億91百万円（前年同期比59.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億14百万円（前

年同期比164.2％増）となりました。

　　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は、畜産・農業分野では鶏卵やりんご用トレーの出荷が増えたことにより増収となりまし

たが、工業分野は消費材向けの需要減の影響等で減収となりました。段ボール部門は、農業分野は減収となりま

したが、工業分野は増収となりました。

その結果、当事業の売上高は20億24百万円（前年同期比1.3％増）となり、セグメント利益は２億14百万円（前

年同期比11.7％増）となりました。

　　

（包装機能材事業）

樹脂部門は、ＰＳ機能フィルム、キャストフィルムが好調に推移し増収となりましたが、ＰＳ食品容器フィル

ムと樹脂袋は減収となりました。紙袋部門は、国内は需要減退の影響を受け減収となりましたが、海外は顧客数

の増加等により増収となりました。

その結果、当事業の売上高は24億18百万円（前年同期比4.7％増）となり、セグメント利益は２億24百万円（前

年同期比19.9％増）となりました。

　　

（その他）

売上高は１億40百万円（前年同期比56.2％増）となり、セグメント利益は４百万円（前年同期は23百万円のセ

グメント損失）となりました。
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(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は20百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000
 

 
②  【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000 福岡証券取引所
単元株式数は1,000株
であります。

計 9,328,000 9,328,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年４月１日～
平成27年６月30日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①　【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,308,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,968,000 7,968 ―

単元未満株式 普通株式 52,000 ― ―

発行済株式総数  9,328,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,968 ―
 

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式598株が含まれております。

 
②　【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大石産業株式会社

福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目7番1号

1,308,000 ― 1,308,000 14.0

計 ― 1,308,000 ― 1,308,000 14.0
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,573,883 3,861,824

  受取手形及び売掛金 3,929,006 3,733,462

  電子記録債権 269,952 277,112

  商品及び製品 776,465 813,191

  仕掛品 94,070 116,776

  原材料及び貯蔵品 834,588 964,975

  その他 273,028 284,780

  貸倒引当金 △14,698 △13,686

  流動資産合計 9,736,296 10,038,436

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,767,776 2,676,505

   機械装置及び運搬具（純額） 2,336,900 2,194,802

   その他（純額） 1,812,938 1,788,380

   有形固定資産合計 6,917,614 6,659,688

  無形固定資産 270,196 259,131

  投資その他の資産   

   投資有価証券 954,820 988,076

   退職給付に係る資産 407,597 460,842

   その他 670,243 663,854

   貸倒引当金 △59,766 △59,767

   投資その他の資産合計 1,972,895 2,053,005

  固定資産合計 9,160,706 8,971,825

 資産合計 18,897,003 19,010,262

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,301,952 1,431,440

  電子記録債務 1,602,868 1,532,191

  短期借入金 716,843 725,278

  未払法人税等 122,634 120,911

  賞与引当金 215,661 110,066

  その他 1,125,686 1,242,590

  流動負債合計 5,085,647 5,162,479

 固定負債   

  長期借入金 704,740 664,511

  役員退職慰労引当金 182,999 163,210

  退職給付に係る負債 1,363,455 1,359,144

  その他 240,686 237,942

  固定負債合計 2,491,881 2,424,808

 負債合計 7,577,528 7,587,287
 

 

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

 9/19



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 466,400 466,400

  資本剰余金 345,533 345,533

  利益剰余金 10,946,614 11,176,481

  自己株式 △726,754 △727,332

  株主資本合計 11,031,793 11,261,082

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 312,202 336,117

  為替換算調整勘定 6,271 △64,610

  退職給付に係る調整累計額 △35,639 △109,615

  その他の包括利益累計額合計 282,834 161,892

 非支配株主持分 4,846 －

 純資産合計 11,319,474 11,422,975

負債純資産合計 18,897,003 19,010,262
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 4,400,598 4,584,542

売上原価 3,519,297 3,609,054

売上総利益 881,300 975,487

販売費及び一般管理費 756,896 760,817

営業利益 124,404 214,669

営業外収益   

 受取利息 570 547

 受取配当金 4,936 5,398

 受取賃貸料 48,597 48,218

 為替差益 5,277 －

 デリバティブ評価益 － 45,430

 その他 16,672 14,465

 営業外収益合計 76,054 114,059

営業外費用   

 支払利息 4,320 14,469

 不動産賃貸費用 3,819 4,238

 為替差損 － 15,566

 デリバティブ評価損 6,525 －

 売上割引 1,245 1,379

 その他 1,915 1,788

 営業外費用合計 17,826 37,442

経常利益 182,632 291,287

特別利益   

 退職給付制度改定益 － 166,629

 特別利益合計 － 166,629

特別損失   

 固定資産除却損 371 1,742

 特別損失合計 371 1,742

税金等調整前四半期純利益 182,261 456,174

法人税、住民税及び事業税 93,380 120,586

法人税等調整額 △28,062 25,291

法人税等合計 65,318 145,878

四半期純利益 116,943 310,296

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,952 △3,774

親会社株主に帰属する四半期純利益 118,896 314,070
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 116,943 310,296

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 21,043 23,915

 為替換算調整勘定 △26,927 △70,882

 退職給付に係る調整額 8,237 △73,975

 その他の包括利益合計 2,353 △120,942

四半期包括利益 119,297 189,354

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 121,499 194,200

 非支配株主に係る四半期包括利益 △2,202 △4,846
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 (会計方針の変更)　

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年

９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 
(追加情報)

確定拠出年金制度への一部移行について

当社及び国内連結子会社は、平成27年４月１日に確定給付企業年金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行

し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。

この移行により、当第１四半期連結累計期間の特別利益として166,629千円計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

減価償却費 176,046千円 191,725千円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 68,165 8.50 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日
定時株主総会

普通株式 84,203 10.50 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 1,999,498 2,310,894 4,310,393 90,204 4,400,598 － 4,400,598

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

2,723 2,615 5,338 24,935 30,273 △30,273 －

計 2,002,222 2,313,509 4,315,731 115,140 4,430,871 △30,273 4,400,598

セグメント利益又は損失
（△）

191,658 187,387 379,045 △23,654 355,390 △230,986 124,404
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△230,986千円には、主にセグメント間取引消去△1,457千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△230,319千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 2,024,757 2,418,858 4,443,615 140,926 4,584,542 － 4,584,542

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

3,090 2,763 5,854 22,697 28,552 △28,552 －

計 2,027,848 2,421,622 4,449,470 163,624 4,613,094 △28,552 4,584,542

セグメント利益 214,055 224,652 438,708 4,056 442,764 △228,094 214,669
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△228,094千円には、主にセグメント間取引消去△1,866千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△226,674千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 14円83銭 39円17銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 118,896 314,070

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

118,896 314,070

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,019 8,019
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２７年８月６日

大　石　産　業　株　式　会　社

取　締　役　会 　　　 御　中

 

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   松　　嶋　　　　　敦   印

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士   室　　井　　秀　　夫   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大石産業株

式会社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成２７年４月

１日から平成２７年６月３０日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成２７年４月１日から平成２７年６月３０日まで)

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２７年６月３０日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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